
近所づきあいが減っ

ている問題

子どもを応援する人

が少ない問題
普段からの交流問題

防犯訓練の参加者

が増えない、同じ人

ばかりが参加している

問題

地域の美化活動

地域でのつながり問

題

伝言不足問題
高齢者の地域への

連携問題

ひとり暮らしの見守り

問題

地域で健康づくりが

できる場所
遊ぶ場所がない問題 通学路危ない問題 不法投棄問題 騒音問題

行

政

が

取

り

組

む

こ

と

・情報が行き渡らない

・自治会に入らない方

への働きかけ

・活動をポイント制度

の付与

・広報活動を手伝う

・行政の手続きを簡

素化

・地域を情報でつなぐ

コーディネーターの派

遣

・しみんだよりの活用

・大事なことは目立つ

ようにする

・指導者の提供

・例えばボランティア

・地区の民生委員の

名簿を作成

・ひとり暮らしの情報を

流して欲しい

・活動できる場所を

徐々に増やしていく

・ラジオ体操をできる

場所が欲しい

・健康づくりに関する

情報が欲しい

・地域包括支援セン

ターの活動をもっと知ら

せて欲しい

・空き地の活用

・陸運局の跡地を活

用する

・施設開放を増やす

・川の整備をする（護

岸を憩いの場に）

・道路を凸凹にしス

ピード抑制

・ゾーン３０の導入

・通学時の時間規制

を行う

・警察による通学路

監視

・一時停止など警察

の見張りを強化する

・岩井川両岸の市道

の草を刈る

・ゴミの各戸回収 ・市民だよりなどで啓

発を行う

・騒音調査を行う

・まちが暗い

・防犯カメラを補助

地

域

と

行

政

が

協

働

し

て

取

り

組

む

こ

と

・コミュニケーションを補

完する方法

・一人暮らしの方をどう

ケアするか

・安否確認の方法

・回覧版の活用

・学校での広報を地

域全体で行う

・赤ちゃん相談室の活

用

・交流の場を増やす

・子どもを通じて親も

連れ出すイベントの開

催

・訓練の内容を考える

・防犯への体験

・景品の充実

・参加割合の公平さ

・安全協議会／PTA

での子どもの登下校

時の見守り

・自治会・相互の連

携

・ぜんざい会を他のイ

ベントに応用する

・イメージを変える工

夫が必要

・開催日を変えるな

ど、高齢者しか出てい

ないというイメージを変

化する

・健康体操による出

前講座

・1年中ラジオ体操

・体に良い体操

・他の運動でも◎

・居酒屋を！！

・公園をキレイにして

公園を使おう！

・地域の各種団体の

情報をお互いに知り

合う

・自治会の総会に民

生委員さんも参加す

る

・自治会から呼ぶ

・サロン情報を地域全

体に知らせる

・ハーモニカでみんなで

歌える

・集まる場所が遠い

・連合会・自治会の

総会に包括支援セン

ターを呼ぶ

・校庭を開放する

・開放している間は地

域で見守る

・登下校時の通学路

（キケンな所）の見

守りを増やす

・牛や羊を放牧

・グリーンサポートの草

刈り

・刈った草を市が回収

する

・河川敷の整備

・陸運局跡地活用

・住民が自主的に刈っ

ていた時期もある

・地域と陸運局が交

渉しても☓

・まちの環境づくり

・センサーライト／防

犯カメラで抑制

・警察への協力

・パトロール強化の要

望

・まめに警察に通報す

る

個

人

・

団

体

・

地

域

が

取

り

組

む

こ

と

・信頼関係を築く

・子どもがいる家庭も

近所づきあいが大切と

考えている

・若者との関与（いろ

んな世代間の付合

い）

・マンションや若者によ

る自治会を作る

・トラブルの仲介を行う

・みんな外へ出よう！

・顔を合わす機会を作

る

　例）清掃活動／子

ども会

・町会費は払うが行

事に出てこない

・広報活動を積極的

に行う

・何かの時に、近所の

人や知り合いを一人

誘う

・小さいブロックでの交

流

・近所の間での挨拶

・イベントや活動を仕

掛けていく

・意識改革

・リーダーを作る

・小さな意見も聴く

・一人に責任を負わせ

ない

・自分たちのことは自

分たちで

・新入生にお祝い金を

渡す

・日頃のつきあいの充

実

・新しい住民にも積極

的に声かけ

・規模を小さくして訓

練を行う

・プライバシー問題を

解決する

・強制的な参加

・活発にやっているので

問題が無い

・旗持ち自治会ボラン

ティア

・子どもとの歌での交

流

・ハーモニカ宮野さん

・土日に活動日を設

定する

・名称変更

・興味を引くキャッチコ

ピー

・見やすいチラシ

・インパクトあるチラシ

・今までのぜんざい会

のイメージを変える

・土日に開催（2月

第２水曜日を変え

る）

・みんなが集まれる日

に変更する

・土日にイベントを開

催する

・リーダーが必要

・回覧板の活用

・みんなが何をやりたい

か知る

・誰がやりだすか

・出不精の人の参加

を！

・今、行っている地域

は少ない

・朝のまち歩き

・女性はよく参加する

・きれいな女性がいれ

ば

・普通の趣味があれば

・健康マージャンで地

元に金を！

・近所での声かけ

・挨拶をする

・口伝えで誘い合う

・自治会で声かけ運

動している

・地域の民生委員を

知らない

・サロンを行う

・７０歳以上の敬老

のお祝い訪問

・健康づくりを兼ねたま

ちの美化活動

・年１回でもいいので

持ち回りで行う

・ラジオ体操

・グラウンド・ゴルフを

やっている

・公園の草刈りをする

・保護者がみる（特に

川遊び）

・公園など子どもの遊

ぶ場所の近くに住む人

の理解

・分館の駐車場を開

放する

・PTAや保護者の地

域任せの傾向を無くす

啓発

・PTAや保護者も見

守りの回数を増やす

・登下校時に車に充

分気をつける

・登下校時の見守りを

増やす（家の周り）

・前日夜には出さない

・見張りをするほうが

対策になる

・分別の徹底

・指定場所に違うゴミ

を置かない

・何年かで変わってし

まう住民へのルールの

徹底

・個人では限界がある

・注意するのも怖い

地域コミュニティワークショップ　意見一覧（済美南地区、第２回）

【すぐできるチャレンジ】伝える伝わる情報の発信 

【協力して改善】今あるイベント・ヒトのチカラの活用で場を作る・伝える 【チャレンジ】地域の問題を解決するために、すでにある地域の「場」のチカラを活

かした取組みを常に展開できるようになる 

自治会をはじめとする地域を担う組織が互いの強みを理解し、 

問題やビジョンを共有し、見守り体制の仕組みを段階的に準備する 

まずは地域の中で挨拶ができる良好なコミュニケーションを育んで行く 

地域窓口が一つになり意見を行政に

届ける体制の検討 行政と役割分担が明確な協働が進む 

【改善すればできる】すでにある活動の現場が伝わる 

資料３－２ 


